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特別支援教育における
タブレット端末の活用の可能性 



自己紹介



主な活動と経歴
本年度 

　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 

　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気です）
の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　中学部１年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/


瞭のメカ好きは６才から始まりました。
iPad

Wii
PC

iPod Touch



情報端末を利用するのは・・・

本人の力

支援や 
ツール

周囲の 
理解

健常児

障害児

自立訓練 
歩く、話す

訓練と支援のバランスが大切

ＩＣＩＤＨ：ＷＨＯ国際障害分類
（１９８０）の障害構造モデル

ＩＣＦ：国際生活機能分類
（２００１）の生活機能構造モデル



聴覚障害



ASR（音声認識）システムとリアルタイム文字表示

Using Google Glass to Caption Conversations



手の動きを認識する最新のモーション・センサー

MotionSavvy introduces Uni











Point: 

聴覚情報を視覚情報に変換 
時と場所を超えた音声以外での 

コミュニケーション 

Siri、音声入力（音→視覚化） 
筆談（コミュニケーション） 

Facetime、Skype（手話で電話） 
mail、LINE（文字で電話） 

ClassRoom（UD授業）



視覚障害



スキャナー・OCRから音声読み上げ

Finger Reader



画面が触って読める

Refreshable Braille Device MconneX  MichEpedia



画面が触って読める

Blind Woman Sees Her Son for the Very First Time

















Point: 

視覚情報を聴覚情報に変換 
カメラ＋音声読み上げ 

VoiceOver，スピーチ（視覚→音声化） 
色のめがね（色の補正） 
明るく大きく（拡大、保存） 
iよむべえ（音声読み上げ） 

mission-scope（UD授業）



肢体不自由



ジェスチャーコントロール

OAK



視線入力

Tobii PCEye



VRディスプレー

Eye Play the Piano





Assistive Touch



タッチ調整



ポイントモード項目モード

Switch Control



アクセスガイド



インターフェース　＆　スイッチ



Point: 

アクセシビリティ＋フィッティング 
インタフェース＋外部スイッチ 

因果関係の理解 



知的障害



BDアダプターの進化系

MaBeee_Movie



自由な発想

MaKey MaKey















Point: 

個に合わせるカスタマイズ性 
音・画像・動画の利用 



発達障害



読むを支える

OTON GLASS



読むを支える

ペン型スキャナー



音声読上＆書き込み











普通の電卓では出来な
い計算式も簡単！







Point: 

自分で出来る！ 

困りを克服するために使うのか？ 
困りを補完するために使うのか？ 

アセスメントと見極め 



まとめ



学校という環境だけで 

解決出来ても 

抜本的な解決にはならない！



活用のポイントは 

タブレット端末である必然性 

困りを克服する 

困りを補完する



メガネのようにあたりまえに 

と言いますが・・・

多機能⇒単機能への絞込



タブレット端末である必然性はあるのか？？

他の手段（ツール）を 

理解していて初めて判断が出来る 

多くの引き出しを持つ 

⇓ 

学習・共有・連携 



「支援がうまくいかない…」 

というときは、 

「やらせている」 

か 

「やりすぎている」

@fukushiswitch

https://twitter.com/fukushiswitch


楽しさは忍耐力を産む

一度やり始めたことは最後までやる

楽しさとは自分で決断できる喜び 

自主的よりも主体的に・・

NHK Eテレ　奇跡のレッスン



関連書籍





「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　　中邑 賢龍



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん

http://maho-prj.org/魔法のランプ 魔法のワンド 魔法の宿題

東京大学先端科学技術研究センターとソ
フトバンクグループは、携帯電話・スマー
トフォン等の情報端末の活用が障害を持
つ子どもたちの生活や学習支援に役立つ
ことを目指し2009年6月から「あきちゃ
んの魔法のポケットプロジェクト」をス
タートしました。 

https://maho-prj.org

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会


